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11 月 26日(日本時間27日)、国連教育科学文化機関(ユネスコ)が、日本政府が推薦した｢和紙:日本

の手漉和紙技術｣を無形文化遺産に登録した。登録対象は、埼玉県小川町･東秩父村の細川紙、岐阜県

美濃市の本美濃紙、島根県浜田市の石州半紙の３つの和紙をつくる伝統技術だ。いずれも国の重要無

形文化財に指定されている。昨年の｢和食｣に続く登録で、日本の伝統文化が一段と広がりそうだ。 

紙の起源は、古代エジプトのパピルスと言われているが、日本の和紙は聖徳太子の時代にコウゾの

植物繊維を水に溶かして薄く漉きあげたもので、主に写経や戸籍の記録に使われたようだ。江戸時代

には活版印刷の技術が伝わり、書物のための紙の需要が拡大、米や木材に並んで活発に取引された。

明治時代以降は洋紙が流入し、今日では和紙は実用品よりも伝統工芸品としての色彩が濃くなった。 

和紙の特徴は、耐久性に優れていることだ。かつて建築図面には美濃紙がよく使われた。美濃紙は

鉛筆の乗りがよく、青焼きコピーが取れ、竣工図を長期に保存する上でも重要だった。洋紙は漂白の

ため化学薬品を使うので経年により黄ばむが、和紙は光に当たると白くなり、時間とともに趣が増す

という。最近では、手漉き和紙の便箋に手紙を書くことは少なくなったが、和紙に書いた文字は行間

や余白までもが書き手の気持ちを宿しているように感じられる。 

また、別の和紙の特徴は、文字などの記録だけでなく、障子やふすま等の日本の建築建具にも使わ

れることだ。障子などは遮音性や気密性といった機能的役割は小さいかもしれないが、そこから透過

する光は豊かな空間を創造する。薄い一枚の和紙が醸し出す繊細な空間は、室町時代の書院造り以降

の日本建築の真髄だろう。また、和紙は提灯や傘などにも使われており、現代では照明器具のランプ

シェードとして、独特のやわらかい光を創出している。 

今では新聞や書籍をはじめとした印刷･情報用紙としては、低コストで大量生産できる洋紙が主流だ。

日本は2012年現在、世界第３位の紙･板紙の生産国で、国民一人当たりの消費量は世界第５位である*。

しかし、今後は、文字などの記録用紙の多くは電子媒体に替わられるとともに、新たに用途の多様化

や高付加価値化が求められるのだろう。われわれにとって、洋紙の効率性･経済性に基づく大量生産･

大量消費の時代を経て、これからは、従来以上に和紙の魅力を大切に守り育ててゆくことが重要にな

ってくるのではないだろうか。豊かな日本の伝統文化が漉き込まれた和紙づくりの技術は、日本の将

来の社会経済が発展･成熟してゆくための針路を示しているようにも思える。 
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